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また、 L. wl!"lo \，()l1lsによる発酵液上清を中和処理した後に水素生産基質として添加した結果、 R. l1larilllllll A-501 に
よる水素生産を触媒するニトロゲナーゼ (N2ase) 活性は、乳酸培地を用いた場合と比較してより高い活性が得られ
た。同様の促進効果は、藻体バイオマスの細胞破砕液からデンプンを含む固形成分を除いた上清(以下、藻体抽出液
















性が示されたが、水素生産に必要な ATP は光合成による光リン酸化により供給されることが知られているo そこで
次に、この現象の生理学的な意味と作用機序を考察するため、光合成に与える影響を検討した。実験の結果、藻体抽



























用できな L、。本研究は、デンプン資化性の乳酸菌Lactobacillus am\'lovorusと光合成細菌Rhodobillll1 marinul1l との混合培
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養系を構築することで、藻体デンプンから直接水素を生産することに成功した.二酸化炭素の固定により生じる大量
のバイオマスが、水素生産の原料として利用できる可能性を示したことは、実用化に向けて重要な意味をもつもので
ある。
また、原料となる藻体バイオマスの抽出液には、光合成細菌の水素生産を促進する作用があることを明らかにして
いる o さらに、これまでにあまり報告のない光合成細菌の水素生産モデルを作成し、促進効果の定量的な解析に応用
した。その結果、水素生産の律速段階は、光合成細菌の乳酸代謝における還元カの生成過程であり、藻体抽出液の添
加はこの律速を解除ないしは緩和することで、還元力の供給量を増加させている可能性が示された。
以上の結果は、微細藻類バイオマスが水素生産原料として実用的であるとともに、光合成細菌の水素生産を促進す
る付加価値をもたらす優れた基質であることを明らかにしている。環境薬学の観点から、博士(薬学)の学位を授与
するにふさわしいものと考える。
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